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令和６年度（第 44年度） 事 業 報 告 

（令和６年５月１日から令和７年４月 30日まで） 

 

１．事業の全般的概要 
① 秋サケ漁獲量は、大不漁に終わった昨年度をさらに下回り、尾数 23千尾（前年比 79％）、重

量 63 トン（前年比 72％）、金額 1.0 億円（前年比 83％）となった。 

魚体は 2.73 ㎏/尾で、価格は 1,601 円/㎏（前年比 114％）となった。 

近年、海洋環境の変化等の影響で回帰資源量が低迷し、特に、各道県ともに太平洋側の落ち

込みが著しい。 

 

② 捕獲採卵状況については、今漁期も回帰量が少なく種卵不足が予測されたことから、漁期当

初から海産親魚の使用を緊急発動し、種卵確保に努め、本県に回帰した親魚から 19,872 千粒

の種卵を確保した。また、県外からの種卵移入に努め、北海道から試験卵として 258 千粒、山

形県から 1,617 千粒を搬入した。（移入卵数は、受精卵換算） 

この結果、採卵計画 86,433 千粒に対し、21,747 千粒（計画比 25.2％）の種卵を確保した。 

放流数は、75,000 千尾の計画に対し、19,660 千尾（計画比 26.2％）となった。 

 

③ 近年の秋サケの記録的な大不漁は、本会はもとより、漁協経営に深刻な影響を及ぼしており、

秋サケ資源の復活が喫緊の課題となっている。このため、令和４年度に策定した、「サケふ化

場再編マスタープラン」により、稚魚の大型化、適期放流を進めるとともに、ふ化場の再編に

より、効率的ふ化放流体制を確立することで、サケ資源の回復を目指している。 

今後も、ふ化場の再編を進め、運用体制等を検討、修正しながら、サケ資源の復活に取り組

んでいく必要がある。 

 

国・県・市町村からは、さけ資源緊急回復支援事業等により、サケ増殖事業に対する支援を

いただき、また、北海道、山形県からは種卵の提供を、研究機関からは稚魚飼育放流等に関す

る指導をいただいたことに、深く感謝の意を表します。 
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第１号議案　令和６年度事業報告、計算書類及び
　　　　　　それらの附属明細書の承認の件



（1）さけ増殖事業の概要 （北上川水系を含む） 

① 河川そ上親魚の捕獲尾数は 20 千尾(昨年比 132％)で不漁だった昨年をわずかに上回ったが、

平成 22年度以降の急激な落ち込み状態が続く結果となった。 

② 沿岸ふ化場の収容卵数は、河川親魚から16,792 千粒と海産親魚から 3,080千粒の計 19,872

千粒を確保し、県外から 1,875 千粒の種卵移入により、全体で 21,747 千粒の受精卵を確保

した。 

③ 沿岸ふ化場からは、河川放流 19,660 千尾を購入し、内陸の北上川水系ふ化場の 30 千尾を

合せると、県内からは合計 19,690 千尾が放流された。 

④ 26 年度から９ヵ年実施となった、さけ資源緊急回復支援事業の放流種苗生産事業は海産親

魚等による種卵確保経費 22,548 千円、生産種苗購入事業は種苗購入費 317,269 千円の事業

費となった。 

以上のさけ増殖事業の実績総括表は、下表のとおりである。 

さけ増殖事業の実績 

区 分 本年度実績 前年度実績 対比 

河川親魚捕獲尾数 

海産親魚捕獲尾数 

19,663  尾  
1,556  

14,933  尾  
1,094  

131.7 ％ 

142.2   

採 卵 数 

(うち海産親魚分) 

19,872 千粒 

(3,080) 

15,500 千粒 

(1,531) 

128.2 

(201.2) 

採卵換算移出入数 

(採卵＋移籍卵) 
1,908 千粒 48,319 千粒 3.9 

県 外種 卵移 入数 

北海道：   258 千粒 

   山形県： 1,650 千粒 

 

北海道：45,432 千粒 

   山形県： 2,073 千粒 

秋田県：  814 千粒 

0.6 

79.6 

－ 

発 眼 卵 数 20,387 千粒 58,982 千粒 34.6 

稚 魚 放 流 尾 数 
19,690 千尾 

(うち購入尾数 19,660千尾) 

55,852 千尾 

(うち購入尾数 55,201千尾) 

35.3 

(35.6) 

（うち海中飼育放流） （ 0 千尾） （ 0 千尾） － 

（北上川水系含む） 

さけ増殖事業に対する助成支援 

支 援 内 容 金  額 (円) 備  考 

資源造成支援 317,269,600 県のさけ資源緊急回復支援事業稚魚購入費 

海産親魚購入支援 22,548,463 海産親魚等購入助成 

種苗放流体制緊急転換事業支援 18,831,922 施標稚魚購入費、施標委託費 

種卵移殖支援 2,640,000 種卵移入助成 

種卵消毒薬購入支援 0 種卵消毒薬購入助成 

飼料購入支援 6,152,000 飼料購入助成 

合 計 367,441,985  

2



（2）秋さけ漁獲実績 

定置網漁業は 90 カ統が操業し、沿岸漁獲尾数は 23 千尾（前年比 79％）と昨年をさらに下回

り、引き続き不漁となった。 

（魚体、価格については、１ページの事業の全般的概要を参照） 
 

① 沿岸漁獲実績（河川捕獲を除く） 

区 分 尾 数 (千尾) 重 量 (トン) 平均単価 (円/㎏) 金 額 (千円) 

令和６年度 23 63 1,601 101,251 

令和５年度 29 87 1,407 122,390 

前年比(％) 79 72 114 83 

単価・金額は消費税抜 

② 漁業種類別の実績 

区 分 
尾 数 
（千尾) 

重 量 
(トン) 

平均単価 
(円/㎏)

金 額 
(千円) 

前年度実績 
(千円) 

増 減 
(千円) 

大 型 定 置 13 34 1,670 56,778 62,606 △5,828 

小 型 定 置 7 20 1,548 30,960 41,724 △10,764 

磯建網(たが網を含む) 3 9 1,494 13,512 18,060 △4,548 

は え な わ 0 0 0 1 0 1 

合  計 23 63 1,601 101,251 122,390 △21,139 

 
③ 北海道の漁獲状況（河川除く） 

区 分 尾 数 (千尾) 重 量 (トン) 平均単価 (円/㎏) 金 額 (百万円) 

実  績 15,672 46,374 1,047 48,538 

前年比(％) 82 80 159 127 

 
④ 全国の漁獲状況（河川除く） 

区 分 尾 数 (千尾) 重 量 (トン) 平均単価 (円/㎏) 金 額 (百万円) 

実  績 15,764 46,636 1,048 48,853 

前年比(％) 81 80 158 126 

 

（3）受入賦課金実績 
特別賦課金(消費税抜き水揚金額の７％)は、増殖特別会計のさけ増殖事業に充当した。 
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漁業種類別賦課金 （単位：千円） 

漁業種類 水揚金額 賦課金徴収額 賦課率 （％） 

大 型 定 置 56,778 3,974  

小 型 定 置 30,960 2,167  

磯建（たが網を含む） 13,512 946  

さ け は え な わ 1 0  

合    計 101,251 7,087 7.0  

前 年 度 実 績 122,390 8,567 7.0  

増    減 △21,139 △1,480  

※水揚金額は消費税除く 

委託支払手数料 （単位：千円） 

支払先 賦課金徴収額 手数料率(％) 委託手数料 備    考 

魚市場（定置） 6,141 3 203  

漁 協 （ 磯 建 ） 946 7 73  

漁協（はえなわ） 0 7 0  

計 7,087 － 276 (委託手数料には消費税分加算) 

 

２．主要事業の実施状況 
（1）資源造成支援実績 

① さけ資源緊急回復支援事業（生産種苗購入事業） 

令和６年度の稚魚放流尾数は、「サケふ化場再編マスタープラン」で 75,000 千尾を目標と

したが、19,210 千尾の放流となった。 

補助内容 放流内容 
購入尾数 １尾単価 購入額 うち県補助金 うち本会負担 

(千尾) (円) (千円) (千円) (千円)

漁獲量 
減少対 
応経費 

稚魚生産 19,210 13.5 259,335 
310,197 7,073 

二次飼育 7,829 7.4 57,935 

計 19,210  317,270 310,197 7,073 

② さけ・ます種苗放流体制緊急転換事業 

国庫補助の「さけ・ます種苗放流体制緊急転換事業」の実施主体となり、沿岸３ふ化場で

の耳石施標稚魚 450 千尾(単価 13.5 円)を放流した。 

 （単位：円） 

事業種目 事業内訳 総事業費 うち国庫補助金 うち本会負担 

放流体制転換事業費 
（増殖戦略実証調査含む） 

施標種苗購入放流 6,075,000 3,037,000 3,038,000 

種苗代以外 12,188,300 12,188,300 0 

放流体制検討協議会費 地域調整協議会 0 0 0 

回帰親魚調査 耳石採取、解析 570,372 570,372 0 

合 計  18,833,672 15,795,672 3,038,000 
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（2）海産親魚購入費支援実績 （さけ資源緊急回復支援事業の放流種苗生産事業） 

河川に遡上する親魚が少なく、採卵数が不足すると予想されたふ化場において、定置網等

から海産親魚を運搬し、採卵に供した海産親魚(雌雄問わず)の代金と運搬等に要した経費等

に対して支援(10/10)し、また、他道県からの種卵移入に要した親魚の代金と運搬経費に対

して支援（10/10）した。 

 （単位：尾、千円） 

漁協名 買上尾数 買上額 
親魚売却 
額(△) 

親魚 
助成額 

その他 
経費 

生産委託 
助成 

支援額 

下安家 1,111 10,528 118 10,411 6,233  16,644 

田野畑村 445 2,836 66 2,769 2,642  5,411 

他道県 792 2,832 0 2,832 302  3,134 

合計 2,348 16,196 184 16,012 9,177 0 25,189 

※本年度の海産親魚使用緊急発動は、８月 30 日より発動し解除には至らなかった。 

 

（参考）さけ資源緊急回復支援事業等の実施について 

①  種卵確保対策に伴う緊急発動 

本事業を実施するために、本会と岩手県定置漁業協会で以下の発動基準を定め、今年度は水

産技術センターの回帰資源量が低位で推移するとの予測から、漁期前の８月 30 日より海産親

魚使用緊急発動を実施し種卵確保に努めたが、採卵計画の 23％に留まった。 

令和６年度の発動基準（前年同） 

 前期(９/１～11/10)  中期(11/11～12/10) 後期(12/11～１/31) 

海産親魚使用 計画達成率 85％未満 計画達成率 90％未満 計画達成率 95％未満 

垣網短縮 計画達成率 65％未満 計画達成率 80％未満 計画達成率 90％未満 

② 事業内容 

1) 漁獲量減少対応経費：稚魚買上額の合計が平成 26 年度の賦課収入額 522,201 千円を上

限基準として、環境要因を差し引き、これを下回った額に対して、その差額を補助 

2) 海産親魚等購入費：海産親魚等による種卵確保経費として補助 

3) 漁獲抑制対応経費…定置等の垣網短縮緊急発動期間において、個別定置網ごとに前後５

日合計 10日の平均水揚額の８割額に対する補助 

  （単位：円） 

事業区分 事業概要 事業費 国費 県費 自己負担 

生産種苗 
購入事業 

漁獲量減少対応経費 317,269,600 206,798,000 103,399,000 7,072,600 

放流種苗 
生産事業 

海産親魚等購入費 24,043,000 16,028,000 8,015,000 0 

漁獲抑制対応経費 0 0 0 0 

計 341,312,600 222,826,000 111,414,000 7,072,600 
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（3）種卵・飼料購入支援事業 

  ① さけ増殖資材緊急開発事業(国庫補助事業) 

本事業は安定的なふ化放流事業を維持するため、大型で強靭な稚魚を放流し、回帰率の向上

を図るため、改良餌に対して補助支援を行った。 

② さけ稚魚大型・強靭化支援事業(県補助事業) 

さけ資源の回復を図るため、生産工程の前倒しに必要な県外種卵の移入、改良餌に対して補

助支援を行った。 

（単位：円）  

補助内容 事業費 
負担区分 

国費 県費 本会負担 漁協等負担 

県外種卵購入経費 2,640,000 1,760,000 880,000 0 0 

改良餌購入経費 7,383,068 3,691,000 2,461,000 0 1,231,068 

計 10,023,068 5,451,000 3,341,000 0 1,231,068 

（4）技術部会活動報告 

① 幹事会 

実 施 月 日 実 施 場 所 参加人数 

令和６年 10 月４日(金）14:00～ 盛岡市 県水産会館 ５階中会議室 20 人 

1) 協議事項 

（1）ふ化場再編マスタープランの進め方について 

（2）各地区における課題と検討状況について 

2) 研修事項 

（1）北海道での幼稚魚沿岸調査結果とふ化場での成長コントロールについて 

（2）ふ化場の養殖種苗中間育成における防疫対策について 
 

② 全体協議会（総会） 

実 施 月 日 実 施 場 所 参加人数 

令和６年７月 23日(火）14:00～ 盛岡市 県水産会館 ５階大会議室 35 人 

1) 総会協議事項 

（1）令和５年度事業報告について 

（2）令和６年度事業計画について 

（3）令和６年度放流体制緊急転換事業計画について 

（4）令和６年度サケ種苗放流支援事業について 

（5）令和５年度の増殖事業の総括、再編の成果と課題 

（6）欠員幹事の補充選任について 

（7）その他 

2) 全体協議会としての研修内容 

（1）令和６年度秋サケの回帰予測について 

（2）日本のサケ資源と令和５年度の標識魚回帰結果について 
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（5）種苗生産技術の普及指導 

増殖協会による技術普及指導 

・ふ化場経験の浅い担当者に対して技術指導を実施した。 

・ふ化場巡回により稚魚の健康状態を把握し、魚病対策や対処法、飼育環境の改善等につい

て指導した。 

（6）調査研究・増殖資料の整備 

① ふ化場実態調査 

県水産技術センター及び国立研究開発法人 水産研究・教育機構 水産資源研究所 さけま

す部門資源増殖部 本州技術普及課・県内水面水産技術センターと共に各ふ化場の稚魚の成

育状況等飼育管理状況調査実態調査を実施した。 

1) 沿岸河川ふ化場の実態調査 

年 月 日 調 査 ふ 化 場 

令和７年３月５日 

３月６日 

３月 18 日 

３月 19 日 

３月 24 日 

３月 25 日 

下安家 

小本川 

気仙川 

甲子川 

摂待川 

津軽石川 

2) 北上川水系ふ化場の実態調査 

年 月 日 調 査 ふ 化 場 

令和７年３月３日 砂鉄川、雫石川東部 

 

② 受精直後卵の長距離運搬試験 

受精卵は８時間を経過すると胚発生が始まり、衝撃に対して弱くなることから、北海道か

らは運搬時間の都合上、発眼卵を移入していたが、受精卵を冷却して胚発生の時間を遅らせ

て運搬することが可能となれば更なる種卵移入が可能となることから、10 月 30 日に北海道

からの種卵供与を受け、(公社)北海道さけ・ます増殖事業協会、(一社)日本海さけ・ます増

殖事業協会、国立研究開発法人 水産研究・教育機構 水産資源研究所さけます部門資源増殖

部 札幌庁舎、千歳さけます事業所、本州技術普及課の協力を得て、北海道千歳市 千歳さけ

ます事業所から宮古市 津軽石ふ化場に 258 千粒の受精直後卵を運搬した。 

運搬した種卵は問題なくふ化し、３月５日に 5.4ｇで放流となった。また、放流体制緊急

転換事業において耳石を施標しており、４年後の回帰状況についてもモニタリングする。 

③ さけ・ます関係資料の作成及び配信・提供 

1) ホームページによる捕獲採卵速報の配信、法人の情報公開 

2) 定置協会の定置網漁場毎のさけ漁獲日報のホームページ配信への協力 

3) 河川の捕獲・採卵及び沿岸漁獲の統計表を作成・配布 
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（7）種卵防疫対策の推進 

種卵のウイルス性疾病対策として、「水産用イソジン」を斡旋したが、種卵が少なく、各

ふ化場においては昨年度の在庫で対応し、ウイルス性疾病の防疫に努めた。 

（8）稚魚飼育餌料の取扱い 

国・県補助対象の改良餌を、ＥＰ(ＯＲＧ)341.5 円、ＥＰ(ＣＦ)328.5 円の価格で 20.2

トン(前年 89 トン)斡旋した。 

（9）陳情・要望 

６月 25 日 水産庁長官に対し、さけ・ます増殖事業への支援について要望 

８月 30 日 岩手県知事に対し、安定的なさけ資源造成のためのふ化放流事業に対する支

援について要望 

8



３．さけ増殖事業等の実績表 

（1）親魚捕獲・採卵及び種卵移殖調整 

① 親魚捕獲実績 （単位：尾） 

河川区分 
本年度捕獲尾数 

前年度実績 対前年比 
♀ ♂ 計 

沿 岸 河 川 8,446 11,191 19,637 14,868 132.1 

海 産 親 魚 1,330 226 1,556 1,094 142.2 

北上川水系 6 20 26 65 40.0 

合 計 9,782 11,437 21,219 16,027 132.4 

② 収容卵実績 （単位：千粒） 

ふ化場区分 本年度収容卵数 前年度実績 対前年比 

沿 岸 ふ 化 場 
(うち海産親魚分) 

19,872  
(3,080) 

16,982  
(1,531) 

117.0 
(201.2) 

北 上 川 水 系 0  4  － 

合  計 19,872  16,986  117.0 

③ 期別採卵実績 （単位：千粒） 

区 分 採卵総数 
前 期 

(11月10日迄) 
％ 

中 期 
(12月10日迄) 

％ 
後 期 

(2月末日迄) 
％ 

採卵計画 86,433 29,556 34 35,066 41 21,811 25 

採卵実績 19,872 4,563 23 9,699 49 5,610 28 

増 減 △66,561 △24,993 △11 △25,367 8 △16,201 3 

計画比％ 23.0 15.4  27.7  25.7  

④ 県外種卵移殖調整実績 （単位：千粒） 

区 分 前 期 中 期 後 期 計 

受 精 卵 258 709 941 1,908 

移 籍 卵 数 
（ 発 眼 卵 ） 

0 
(0) 

0 
(0) 

0 
(0) 

0 
(0) 

合 計(受精卵) 258 709 941 1,908 

 

（2）稚魚生産・放流状況 

① 稚魚生産実績 （単位：千粒･千尾） 

河川別 収容卵数 発眼卵数 発眼率 稚魚生産尾数 生産率 

沿岸ふ化場 21,747 20,357 93.6％
93.6 

19,660 90.4％ 

北上川水系 33 30 90.9  30 90.9 

合 計 21,780 20,387 93.6 19,690 90.4 
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② 河川放流実績 （単位：千尾） 

 沿岸放流尾数 河川放流 ％ 海中飼育放流 ％ 

県緊急回復支援事業 19,210 19,210 

100 

0 

0 
放流体制緊急転換事業 450 450 0 

自主放流 0 0 0 

北上川水系 30 30 0 

計 19,690 19,690 100 0 0 

③  期別放流実績 （単位：千尾） 

放流総尾数 前  期 ％ 中  期 ％ 後  期 ％ 

19,690 4,339 22.0 9,422 47.9 5,929 30.1 

 

（3）種卵防疫の推進 

種卵消毒剤使用実績 （単位：本） 

区  分 
３年度 ４年度 ５年度 ６年度 

(２ℓ) (５ℓ) (２ℓ) (５ℓ) (２ℓ) (５ℓ) (２ℓ) (５ℓ) 

沿岸ふ化場 21 46 8 10 12 0 0 0 

北上川水系 0 0 0 0 0 0 0 0 

合   計 21 46 8 10 12 0 0 0 

金 額 902,220 219,560 142,560 0 

 

（4）稚魚飼育餌料の取扱い 

餌料取扱い実績 （単位：㎏） 

区  分  Ｓ(EP1) １(EP2) ２(EP3) ３(EP4) 合 計 価 格 

日 清 丸 紅 
飼 料 ㈱ 

D P 0 0 0 0 0 － 

EP(ORG) 1,360 4,500 － － 5,860 341.5 

E P ( C F ) － － 13,140 1,200 14,340 328.5 

計  1,360 4,500 13,140 1,200 20,200  

前年度実績 

D P 500 0 0 0 500 276.5 

EP(ORG) 5,860 33,260 0 0 39,120 313.5 

E P ( C F ) 0 0 40,540 9,260 49,800 299.5 

計  6,360 33,260 40,540 9,260 89,420  

増 減  △5,000 △28,760 △27,400 △8,060 △69,220  

 

（5）さけ資源緊急回復支援事業（国・県補助事業）実績 

① 購入放流実績 

稚魚生産購入額 二次飼育購入額  
合 計 

(円) 

尾数 
(千尾) 

単価 
(円/尾) 

金 額 
(円) 

尾数 
(千尾) 

単価 
(円/尾) 

金 額 
(円) 

19,210 13.5 259,335,000 7,829 7.4 57,934,600 317,269,600 
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② 放流稚魚の検収 

実 施 月 日 実 施 内 容 備 考 

令和７年２月25日～27日 河川放流稚魚検収  
 

③ 事業実施手続 

実 施 月 日 実 施 内 容 

令和６年３月 29日 事業実施計画書提出 

６月７日 補助金交付決定通知（388,700 千円）を受ける 

令和７年２月 20 日 変更承認申請書提出 

３月３日 変更承認通知 

３月４日 補助金請求書（334,240,000 円） 

３月 21 日 補助金 334,240,000 円入金 

 

（6）さけ稚魚大型・強靱化支援事業（県補助事業）実績 

① 事業実施手続 

実 施 月 日 実 施 内 容 

令和６年４月 10日 事業実施計画書提出 

６月５日 補助金交付決定通知（22,468 千円）を受ける 

令和７年２月 20日 変更承認申請書提出 

２月 25 日 変更承認通知 

２月 28 日 補助金請求書（3,341,000 円） 

３月 21 日 補助金 3,341,000 円入金 

 

（7）さけ増殖資材緊急開発事業（国庫補助事業）実績 

① 事業実施手続 

実 施 月 日 実 施 内 容 

令和７年２月６日 水産庁長官より令和６年度補助金追加割当内示 

２月 20 日 補助金変更承認申請書提出 

２月 27 日 変更承認及び追加交付決定通知 

３月 26 日 農林水産大臣へ水産関係民間団体事業実績報告書提出 

４月 25 日 補助金 3,691,000 円入金 

 

（8）種苗放流体制緊急転換事業（国庫補助事業）実績 
① 事業実績 

1) さけ・ます放流体制緊急転換事業実績 

令和２年度に標識放流した稚魚が４年魚として回帰した親魚から耳石を採取して、回帰効

果の検証を行った。また、３ふ化場において増殖戦略に基づいた回帰効果を比較するための

耳石標識施標した稚魚 3,200 千尾のうち、450 千尾を本事業で買上げ、残り 2,750 千尾をさ

け資源緊急回復支援事業で買上げし、計画比 94％の放流実績となった。 
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増殖戦略実証調査 

調査区分 ふ化場名 河川名 調査の内容 金額 (円) 備 考 

放流調査 

下安家 安家川 
増殖戦略に基づく回帰効果の検証、増
殖戦略に基づく放流群と従来方法の
放流群に標識を付けて放流する。 

2,700,000 
1,500 千尾 
13.5 円/尾 

津軽石 津軽石川 〃 2,700,000 
1,500 千尾 
13.5 円/尾 

甲子川 甲子川 〃 675,000 
200 千尾 

13.5 円/尾 
 

2) 放流体制検討協議会開催実績 

地域 開催時期 開催場所 検 討 事 項 

北部 
南部 

令和６年 
９月 24 日 

書面会議 
① さけ・ます放流体制緊急転換事業報告について 

② 河川回帰親魚調査結果について 

③ さけ・ます放流体制緊急転換事業計画について 

北部 
南部 

令和７年 
３月 31 日 

メール会議 ① さけ・ます放流体制緊急転換事業の進捗状況について 

    

3) 回帰親魚調査実績 

 
実施場所  

(河川) 
実施内容 

調査(予定)

時期 

調査(予定)      

尾数 

〈参考〉 

令和２年事業による放流状況 

放流月日 放流尾数 体重 

放
流
体
制
緊
急
転
換
調
査 

明戸川 

従来密度区 

採卵…12/上 

低密度区 

採卵…12/上 

11月下旬～ 

12月中旬 

24尾,計3旬 

(150尾,計3旬) 

      

3/22 

 

3/22 

 

1,250 

 

860 

 

2.1 

 

2.0 

田老川 

従来密度区 

採卵…11/上～12/上 

低密度区 

採卵…11/中～12/中 

10月下旬～ 

12月下旬 

266尾,計7旬 

(350 尾,計 7 旬) 

 

4/28.5/11 

 

5/7～11 

 

987 

 

729 

 

0.8～1.7 

 

0.8～1.2 

織笠川 

従来密度区 

採卵…11/下 

低密度区 

採卵…12/上 

11月中旬～ 

12月中旬 

452尾,計4旬 

(200 尾,計 4 旬) 

 

3/16 

 

3/31 

 

400 

 

740 

 

1.2 

 

1.2 

盛川 

従来密度区 

採卵…11/上 

低密度区 

採卵…10/下 

10月中旬～ 

11月中旬 

97尾,計2旬 

(200 尾,計 4 旬) 

 

2/26.3/10 

 

2/18.3/10 

 

1,280 

 

830 

 

0.9～1.0 

 

0.9～1.0 

気仙川 

従来密度区 

採卵…11/上 

低密度区 

採卵…11/中 

10月下旬～ 

11月下旬 

200尾,計4旬 

(200 尾,計 4 旬) 

 

3/23 

 

4/12 

 

1,442 

 

1,095 

 

1.3 

 

1.3 

増
殖
戦
略
実
証
調
査 

安家川 

従来密度区 

採卵…10/中～11/下 

低密度区 

採卵…10/中～11/下 

10月上旬～

12月上旬 

350尾,計7旬 

(350 尾,計 7 旬) 

 

3/4～4/26 

 

3/1～4/26 

 

4,200 

 

3,440 

 

1.21～1.65 

 

1.22～1.66 

津軽石 

従来密度区 

採卵…1/上 

低密度区 

採卵…1/上 

12月下旬～ 

1月中旬 

141尾,計3旬 

(150 尾,計 3 旬) 

 

4/30 

 

4/30 

 

1,405 

 

1,408 

 

1.5 

 

1.9 
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甲子川 

従来密度区 

採卵…12/中～下 

低密度区 

採卵…12/中～下 

12月上旬～ 

1月上旬 

323尾,計3旬 

(200尾,計4旬) 

 

4/9.16 

 

4/4.19 

 

2,060 

 

2,060 

 

1.9 

 

1.9 

 

4) 放流状況・効果調査実績 

実施場所 実施時期 実 施 結 果 

放流体制転換調査

事業の３ふ化場 

令和６年 10 月 

～７年３月 

種卵期の施標管理状況等調査及び耳石基準標本

を作製・検鏡を実施し、順調に事業が進捗した

ことを確認した。 

① 関係会議 

実 施 月 日 実 施 内 容 

令和６年７月 11 日 第１回放流体制緊急転換事業検討広域協議会(東京） 

令和７年２月 12 日 第２回放流体制緊急転換事業検討広域協議会(東京） 

② 事業実施手続 

実 施 月 日 実 施 内 容 

令和６年３月 28 日 水産庁長官より令和６年度補助金割当内示 

４月２日 農林水産大臣へ補助金交付申請 

４月 24 日 農林水産大臣より補助金交付決定通知 

５月 22 日 水産研究･教育機構水産資源研究所と指導業務委託契約書締結 

令和７年１月 20 日 農林水産大臣へ水産関係民間団体事業遂行状況報告書提出 

３月 26 日 農林水産大臣へ水産関係民間団体事業実績報告書提出 

４月 22 日 農林水産大臣から補助金 15,795,672 円入金 

 
 

(9）秋さけ資源管理調整協議会太平洋部会（水産庁主催） 

日 時 令和６年８月 19 日(金）14:00～15:00 

場 所 WEB 会議 

岩手県の要望はない。 

北海道のはえ縄試験調査、宮城県の固定式刺し網承認漁業は継続承認された。 
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４．組織の状況 

(1）正会員(定款第５条に定める会員） 

区 分 前年度末現在 本年度増加 本年度減少 本年度末現在 

会 員 55 0 0 55 

 

(2）賛助会員(定款第５条に定める会員） 

区 分 規 模 地 区 全漁場数 
うち賛助会員

漁場数 
賛助会員数 

定 置 大 型 九 戸 20 8 5 

  下閉伊 26 1 1 

  上閉伊 13 1 1 

  気 仙 22 9 2 

  計 81 19 9 

 小 型 九 戸 17 14 10 

  下閉伊 11 6 5 

  上閉伊 3 0 0 

  気 仙 7 3 2 

  計 38 23 17 

  小 計 119 42 26 

磯 建   －  29 

はえ縄   －  1 

合 計   119 42 56 

※賛助会員は特別賦課金負担者である。 

(3）役 員 

① 本年度末現在の理事 (令和５年６月 19 日任期改選就任） 12 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役 職 名 氏  名 所  属 備 考 

会 長 理 事 山 崎 義 広 県定置漁業協会 R6.8.30 就任 

副会長理事 砂 田 光 保 気仙川ふ化場  

副会長理事 小川原   泉 県定置漁業協会  

専 務 理 事 五日市 周 三 会員以外  

理 事 島 川 良 英 下安家ふ化場  

理 事 三田地 和 彦 小本川ふ化場  

理 事 畠 山 康 男 田老川ふ化場  

理 事 佐 藤 雅 彦 甲子川ふ化場  

理 事 前 川 健 吾 県定置漁業協会  

理 事 亘 理 榮 好 県定置漁業協会  

理 事 中 西 秀 彦 宮古市 R6.6.17 就任 

理 事 新 沼 秀 樹 大船渡市  
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② 本年度末現在の監事 (令和５年６月 19 日任期改選就任） ３人 

役 職 名 氏  名 所    属 

監   事 菊 地 敏 克 織笠川ふ化場 

監   事 板 橋 寿 彦 洋野町 

監   事 八木橋 美 紀 もりおか税理士法人 

 

③ 役員の就任状況 (人) 

区   分 
前年度末 
現 在 

本 年 度 
増 加 

本 年 度 
減 少 

本年度末 
現 在 

定款に定める 
役 員 の 定 数 

理 
 

事 

会 長 理 事 1 1 1 1 1 

副会長理事 2 0 0 2 2 

専 務 理 事 1 0 0 1 (1) 

理 事 9 1 2 8 9 

計 13 2 3 12 8人以上13人以内 

監   事 3 0 0 3 3 人以内 

 16 2 3 15  

 

(4）職 員 (人) 

 

※職名区分は就業規則による  定置協会と兼務( ）は女子職員 

 

(5）技術部会組織の状況 

① 部会員 (人) 

区   分 前年度末現在 本年度増加 本年度減少 本年度末現在 

沿岸河川ふ化場 33 0 3 30 

北上川水系ふ化場 6 0 0 6 

計 39 0 3 36 

 

職 名 前年度末現在 本年度増加 本年度減少 本年度末現在 

参    事 0 (0) 0 0 0 (0) 

事 務 局 長 0 (0) 0 0 0 (0) 

事務局次長 0 (0) 1 0 1 (1) 

係    長 1 (1) 1 1 1 (0) 

技    師 1 (0) 0 1 0 (0) 

主    事 0 (0) 0 0 0 (0) 

主 事 補 0 (0) 0 0 0 (0) 

計 2 (1) 2 2 2 (1) 

15



② 幹 事 (令和５年７月 19 日任期改選就任） １０人 

職 名 氏  名 所  属 備 考 

部 会 長 佐々木 有 賢 甲子川ふ化場  

副部会長 上 山   保 久慈川ふ化場 R6.7.23 就任 

幹  事 澤 尻 幸 男 有家川ふ化場  

幹  事 中 村 絋 伸 田老川ふ化場  

幹  事 梶 山 和 也 松山ふ化場  

幹  事 梅 澤 健 治 重茂川ふ化場  

幹  事 平 澤 英 樹 織笠川ふ化場  

幹  事 佐々木 茂 行 鵜住居ふ化場  

幹  事 栗 村 靖 広 盛川ふ化場  

幹  事 熊 谷 一 茂 気仙川ふ化場  

 

③ 部会構成及び部会員数 

沿岸河川ふ化場 (人) 北上川水系ふ化場 (人) 

ふ 化 場 名 職 員 臨時雇用  ふ 化 場 名 職 員 臨時雇用 

有 家 川 1 2 雫 石 川 東 部 2 0 

久 慈 川 0 0  簗 川 3 0 

下 安 家 6 0 砂 鉄 川 1 0 

普 代 川 1 2  計 6 0 

明 戸 川 3 0    

小 本 川 1 1 合    計 36 27 

摂待・田老川 2 4    

松 山 1 2    

津 軽 石 3 0    

重 茂 川 2 2    

織 笠 川 2 0    

大 槌 川 1 0    

鵜 住 居 川 1 1    

甲 子 川 2 3    

片 岸 川 1 0    

吉 浜 川 1 2    

盛 川 1 3    

気 仙 川 1 5    

計 30 27    
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５．業務執行会議の開催 

(1) 理事会 

① 第１回理事会(令和６年５月 13日招集） 

日  時  令和６年５月 30 日(木）午後２時 

場  所  盛岡市 県水産会館 ５階 中会議室 

議  題 

〔協議決定事項〕 

第１号議案 令和６年度通常会員総会招集及び附議すべき議案の件 

第２号議案 令和５年度事業報告、計算書類及びそれらの附属明細書の承認の件 

第３号議案 令和６年度収支予算書変更の件 

第４号議案 令和６年度会費及び特別賦課金徴収の件 

第５号議案 令和６年度理事及び監事の年報酬額決定の件 

第６号議案 令和６年度における資金運用預金の預入先決定の件 

第７号議案 補充理事候補者の選任の件 

第８号議案 令和６年度補助事業に伴う稚魚購入放流計画の件 

第９号議案 公益目的支出計画実施報告書の件 

そ の 他 

〔協議事項〕 

(１) 定置網のサケ稚魚混獲防止のための編目規制の緩和について 

 

② 第２回理事会(令和６年８月１日招集） 

日  時  令和６年８月 30 日(金）午後１時 30 分 

場  所  盛岡市 県水産会館 ５階 中会議室 

議  題   

〔協議決定事項〕 

第１号議案 会長理事選定の件 

第２号議案 全国さけ・ます増殖振興会の役員候補者推薦の件 

第３号議案 令和６年度さけ種苗購入放流計画の件 

第４号議案 種卵確保対策の件 

第５号議案 さけ稚魚用餌料及びさけ種卵消毒剤のあっ旋の件 

第６号議案 放流体制緊急転換事業実施契約締結の件 

〔協議事項〕 

(１) さけ孵化場再編マスタープランの進め方について 

(２) さけ増殖事業の課題（今後のふ化場の在り方） 

〔報告事項〕 

(１) さけ・ます増殖事業に関する要望について 

 

③ 第３回理事会(令和６年 10 月 28 日招集） 

日  時  令和６年 11 月 14 日(木）午後１時 30 分 
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場  所  盛岡市 県水産会館 ５階 中会議室 

議  題   

〔報告事項〕 

(１) 令和６年度の捕獲採卵の状況について 

(２) (株)中村屋からの売り上げ金の一部提供について 

〔協議事項〕 

(１) 令和６年度サケふ化場再編マスタープランの進め方の一部変更について 

(２) ふ化場の有効活用策の検討について 

 

④ 第４回理事会(令和７年１月 17日招集） 

日  時  令和７年２月 19 日(水）午後１時 30 分 

場  所  盛岡市 県水産会館 ５階 中会議室 

議  題   

〔報告事項〕 

(１) 令和６年度秋さけの漁獲及び種卵確保の状況について 

(２) 令和６年度種苗放流体制緊急転換事業の進捗状況について 

〔協議決定事項〕 

第１号議案 令和６年度さけ稚魚購入・助成及び買上単価の設定の件 

第２号議案 北海道、山形県から移入した種卵経費及び搬入に要した経費の請求の件 

第３号議案 令和７年度種卵確保対策の件 

第４号議案 令和７年度種苗放流体制緊急転換事業応募の件 

第５号議案 役員候補者推薦者の選任の件 

そ の 他 

(１) ふ化場の有効活用について 

 

⑤ 第５回理事会(令和７年３月５日招集） 

日  時  令和７年３月 21 日(金）午後２時 

場  所  盛岡市 県水産会館 ５階 中会議室 

議  題   

〔報告事項〕 

(１) 令和６年度秋さけの漁獲及び受入賦課金の実績について 

(２) 令和６年度収支見込みについて 

〔協議決定事項〕 

第１号議案 令和６年度さけ稚魚購入及び助成の件 

第２号議案 令和７年度事業計画設定の件 

そ の 他  

(１) 増殖協会の今後の運営の考え方について 

(２) その他 
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(2) 監査会(令和６年４月 22 日招集） 

日  時  令和６年５月 22 日(水）午前 10時 30 分 

場  所  盛岡市 県水産会館 ５階 小会議室 

監査事項  理事の業務執行状況、令和５年度事業報告書、貸借対照表、正味財産増減

計算書、財務諸表に対する注記及び財産目録、公益目的支出計画実施報告書 

 

(3) 通常会員総会(令和６年５月 31 日招集） 

日  時  令和６年６月 17 日(月）午後２時 20 分 

場  所  盛岡市 県水産会館 ５階 大会議室 

出席会員  55 人(うち本人 38 人、委任議決 17人）欠席 0人 

議  題 

第１号議案 令和５度事業報告、計算書類及びそれらの附属明細書の承認の件 

第２号議案 令和６年度事業計画及び収支予算の設定の件 

第３号議案 令和６年度会費及び特別賦課金徴収の件 

第４号議案 令和６年度理事及び監事の年報酬額決定の件 

第５号議案 令和６年度における資金運用預金の預入先決定の件 

第６号議案 補欠理事の選任の件 

第７号議案 令和６年度さけ種卵確保対策の件 

そ の 他 令和５年度公益目的支出計画実施報告について 

 

(4) 主要業務処理等の報告事項 

年 月 日 主  要  事  項 

 (登記・届出・検査) 

令和６年６月28日 収支計算書の提出(盛岡税務署) 

 公益目的支出計画実施報告書等の提出(内閣府電子申請) 

７月５日 理事の変更登記(盛岡地方法務局) 

９月10日 代表理事・理事の変更登記(盛岡地方法務局) 

令和７年３月５日 さけ資源緊急回復支援事業完了確認検査(県水産振興課) 

 さけ稚魚大型・強靱化支援事業完了確認検査(県水産振興課) 
  

 (契約関係) 

令和６年５月22日 水産資源研究所と放流体制緊急転換調査指導業務契約締結 

６月19日 定置大型、小型 119 ケ統、磯建(たが網含む)90 ケ統、さけはえなわ 83

隻の関係漁業者とさけ増殖事業に対する賦課金の天引委任契約を締結 

８月19日 さけ・ます放流体制緊急転換調査事業実施漁協と施標業務委託契約締結 

８月23日 魚市場及び漁協に対し、受入賦課金の天引徴収依頼 

９月６日 府金製粉(株)とさけ稚魚用餌料取引約定契約締結 
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年 月 日 主  要  事  項 

令和７年２月22日 緊急支援事業及びさけ・ます放流体制緊急転換調査事業さけ稚魚売買契

約締結 
  

 (主要会議等） 

令和６年５月31日 全国さけ・ます増殖振興会理事会(書面決議) 

６月７日 サケ種卵供与への協力要請(札幌) 

６月13日 いわて農林水産振興協議会総会(盛岡) 

６月14日 県漁連後藤専務理事のご苦労会(盛岡) 

６月17日 岩手県栽培漁業協会通常総会(盛岡) 

６月18日 サケ資源回復対策検討チーム第１回打合せ(宮古) 

６月19日 岩手県水産振興基金 第１回定時評議員会(盛岡) 

６月25日 全国さけ・ます増殖振興会総会、水産庁との意見交換(東京) 

７月４日 全国漁業信用基金協会岩手支所 業務報告に係る会議(盛岡) 

７月10日 第１回広域水産業再生委員会会員会議(書面決議) 

７月11日 第１回全国放流体制緊急転換調査事業検討広域協議会(東京) 

７月23日 技術部会全体協議会、総会(盛岡) 

７月26日 岩手県水産振興基金 第１回評議員会(書面決議) 

８月９日 さけます報告会(札幌) 

８月19日 秋さけ資源管理調整協議会太平洋部会(WEB 会議) 

８月30日 さけ種卵確保対策緊急発動会議(盛岡) 

９月３日 岩手県さけふ化場県南部地区協議会(大船渡) 

９月４日 さけ・ます放流緊急転換事業講習会(東京) 

９月６日 大井誠治氏の労をねぎらう会(盛岡) 

９月24日 第１回種苗放流体制検討協議会(書面会議) 

９月25日 全国さけ・ます増殖振興会理事会(書面決議) 

９月27日 第１回サケふ化場県北部地区 WG(久慈) 

10 月４日 技術部会幹事会(盛岡) 

10月22日 ギンザケ意見交換(八幡平) 

10 月23日 岩手県さけふ化場県北部地区協議会(久慈) 

10 月25日 第１回サケふ化場県中南部地区協議会(釜石) 

 全国さけ・ます増殖振興会臨時総会(書面決議) 

11 月12日 日本サーモンファーム打合せ(野田) 

11 月19日 ふ化場の有効活用打合せ(田老) 

12 月２日 全国さけ・ます増殖振興会理事会(東京) 

12 月４日 漁業共済・積立ぷらすの見直し等に関する要望(東京) 
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年 月 日 主  要  事  項 

12 月５日 サケふ化場県央南部地区ふ化場担当者打合せ(宮古) 

12 月18日 サケ増殖事業に係る沿岸市町村水産主務課長会議(宮古) 

12 月30日 日本サーモンファーム打合せ(野田) 

令和７年１月23日 JF 共済 組合長・専務・参事合同研修会(盛岡) 

２月12日 第２回全国放流体制緊急転換事業検討広域協議会(東京) 

３月３日 北上川水系ふ化場実態調査 

３月17日 岩手県水産振興基金 第２回定時評議員会(盛岡) 

３月27日 岩手県サケふ化場県南部地区協議会(大船渡) 

３月31日 第２回種苗放流体制検討協議会(メール会議) 

４月17日～18日 ニッスイふ化場調査(宮古～釜石) 

４月23日 全国さけ・ます増殖振興会理事会(東京) 

４月25日 第１回岩手県サケふ化場県北部地区協議会(久慈) 
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令和６年度  

 

収 支 決 算 書  
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財務諸表

         単位：円

当　年　度 前　年　度 増　　減
Ⅰ　資　産　の　部

1
7,283,914 7,344,490 △ 60,576 

144,540 658,900 △ 514,360 
流 動 資 産 合 計 7,428,454 8,003,390 △ 574,936 

2
(1)

375,000,000 395,000,000 △ 20,000,000 
22,212,500 21,194,700 1,017,800 
6,550,000 5,525,000 1,025,000 
2,579,884 2,579,884 0 

特定資産合計 406,342,384 424,299,584 △ 17,957,200 
(2) その他の固定資産

2,579,885 2,579,885 0 
△ 2,579,884 △ 2,579,884 △0 

(1) (1) (0)
3,996,000 3,996,000 0 

△ 3,996,000 △ 3,729,600 △ 266,400 
(0) (266,400) (△266,400)

80,300 80,300 0 
627,000 627,000 0 

その他の固定資産合計 707,301 973,701 △ 266,400 
固 定 資 産 合 計 407,049,685 425,273,285 △ 18,223,600 
資 産 合 計 414,478,139 433,276,675 △ 18,798,536 

Ⅱ　負　債　の　部　
1

397,140 500,767 △ 103,627 
流 動 負 債 合 計 397,140 500,767 △ 103,627 

2
(1)

22,212,500 21,194,700 1,017,800 
6,550,000 5,525,000 1,025,000 

固 定 負 債 合 計 28,762,500 26,719,700 2,042,800 
負 債 合 計 29,159,640 27,220,467 1,939,173 

Ⅲ　正味財産の部
1

指定正味財産合計 0 0 0 
（うち基本財産への充当額） (0) (0) (0)
（うち特定資産への充当額） (0) (0) (0)

2 385,318,499 406,056,208 △ 20,737,709 
（うち基本財産への充当額） (0) (0) (0)
（うち特定資産への充当額） (377,579,884) (397,579,884) (20,000,000)

正 味 財 産 合 計 385,318,499 406,056,208 △ 20,737,709 
414,478,139 433,276,675 △ 18,798,536 

電 話 加 入 権
差 入 保 証 金

．流 動 負 債

職 員退職 給付 積立 預金

減 価 償 却 積 立 預 金

車 輌 運 搬 具

役 員退職 慰労 積立 預金

ソ フ ト ウ エ ア
減 価 償 却 累 計 額

負債及び正味財産合計

．一 般 正 味 財 産 

職 員 退 職 給 付 引 当 金

減 価 償 却 累 計 額

．指 定 正 味 財 産 

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

．固 定 負 債
特定積立引当金

預 り 金

特定資産
．固 定 資 産

貸　　借　　対　　照　　表

普 通 預 金

令和７年４月30日現在

科              目

．流 動 資 産

特定費用準備資金積立預金

仮 払 金
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         単位：円

増殖特別会計
（公益目的事業）

その他
会計

法人会計 合　　　計

Ⅰ　資　産　の　部

1

4,441,159 2,842,755 7,283,914 

144,540 144,540 

流 動 資 産 合 計 4,441,159 0 2,987,295 7,428,454 

2

(1)

220,000,000 155,000,000 375,000,000 
   （うち特別賦課金充当累計額） (0)

22,212,500 22,212,500 

6,550,000 6,550,000 

2,579,884 2,579,884 

特定資産合計 220,000,000 0 186,342,384 406,342,384 

(2) その他の固定資産

2,579,885 2,579,885 

△ 2,579,884 △ 2,579,884 

(1) (1)

2,797,200 1,198,800 3,996,000 

△ 2,797,200 △ 1,198,800 △ 3,996,000 

(0) (0) (0)

80,300 80,300 

627,000 627,000 

その他の固定資産合計 0 0 707,301 707,301 

固 定 資 産 合 計 220,000,000 0 187,049,685 407,049,685 

資 産 合 計 224,441,159 0 190,036,980 414,478,139 

Ⅱ　負　債　の　部　

1

397,140 397,140 

流 動 負 債 合 計 0 0 397,140 397,140 

2

(1)

22,212,500 22,212,500 

6,550,000 6,550,000 

固 定 負 債 合 計 0 0 28,762,500 28,762,500 

負 債 合 計 0 0 29,159,640 29,159,640 

Ⅲ　正味財産の部

1

指定正味財産合計 0 0 0 0 

（うち基本財産への充当額） （0） ( 0) （0） （0）

（うち特定資産への充当額） （0） ( 0) （0） （0）

2 224,441,159 0 160,877,340 385,318,499 

（うち基本財産への充当額） （0） ( 0) （0） （0）

（うち特定資産への充当額） (220,000,000) ( 0) (157,579,884) (377,579,884)

正 味 財 産 合 計 224,441,159 0 160,877,340 385,318,499 

224,441,159 0 190,036,980 414,478,139 

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

負債及び正味財産合計

．一 般 正 味 財 産 

職 員 退 職 給 付 引 当 金

減 価 償 却 累 計 額

．指 定 正 味 財 産 

特定積立引当金

預 り 金

電 話 加 入 権

差 入 保 証 金

車 輌 運 搬 具

職員 退職 給付 積立 預金

減 価 償 却 積 立 預 金

．固 定 負 債

．流 動 負 債

ソ フ ト ウ エ ア

減 価 償 却 累 計 額

特定費用準備資金積立預金

役員 退職 慰労 積立 預金

貸　借　対　照　表　内　訳　表

令和７年４月30日現在

特定資産

普 通 預 金

科              目

．流 動 資 産

．固 定 資 産

仮 払 金
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　　　　単位：円

当年度 前年度 増　　減

Ⅰ 一般正味財産増減の部

1

(1) 経常収益

（事業会計）

 ① 事業活動収入

特別賦課金 7,087,492 8,567,175 △ 1,479,683 

 ② 受取補助金等

国庫補助金 19,486,672 33,089,000 △ 13,602,328 

県補助金 337,581,000 386,270,000 △ 48,689,000 

 ③ 雑収入

受取利息 32,058 2,180 29,878 

雑収入 611,066 0 611,066 

（事業会計　計） ( 364,798,288) ( 427,928,355) (△ 63,130,067)

（法人会計）

 ① 会費

会費賦課金 10,301,000 9,400,000 901,000 

 ② 雑収入

受取利息 25,580 1,506 24,074 

（法人会計　計） ( 10,326,580) ( 9,401,506) ( 925,074)

　経常収益計 375,124,868 437,329,861 △ 62,204,993 

（2) 経常費用

 ① 事業費計 368,113,552 438,664,837 △ 70,551,285 

資源造成支援費 317,269,600 333,988,300 △ 16,718,700 

海産親魚購入支援費 22,548,463 38,257,000 △ 15,708,537 

放流体制緊急転換事業費 18,831,922 23,959,980 △ 5,128,058 

種卵移殖助成金 2,640,000 20,328,000 △ 17,688,000 

種卵消毒費助成金 0 47,000 △ 47,000 

飼料購入助成金 6,152,000 21,242,000 △ 15,090,000 

研修費 240,815 227,670 13,145 

指導費 42,200 4,400 37,800 

調査実験費 113,059 272,164 △ 159,105 

委託手数料 275,493 338,323 △ 62,830 

 ② 管理費計 27,749,025 29,619,020 △ 1,869,995 

役員報酬 4,440,000 4,440,000 0 

給与手当 10,079,874 10,270,548 △ 190,674 

福利厚生費 2,478,453 2,627,515 △ 149,062 

職員退職給付費用 916,020 803,250 112,770 

役員退職慰労引当繰入額 967,500 720,000 247,500 

旅費交通費 1,430,826 1,321,982 108,844 

会議費 146,021 159,111 △ 13,090 

接待交際費 70,000 10,000 60,000 

啓蒙宣伝費 16,500 5,500 11,000 

通信運搬費 287,878 311,085 △ 23,207 

図書印刷費 308,866 349,045 △ 40,179 

正味財産増減計算書

（令和６年５月１日から令和７年４月30日まで）

科　　　　　　目

．経常増減の部
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当年度 前年度 増　　減科　　　　　　目

消耗備品費 845,696 1,565,422 △ 719,726 

公課金 141,300 163,900 △ 22,600 

負担金 3,458,000 4,015,000 △ 557,000 

車輌経費 267,680 413,563 △ 145,883 

水道光熱費 318,143 346,397 △ 28,254 

賃借料 890,388 890,388 0 

衛生費 110,033 110,432 △ 399 

ソフトウエア減価償却費 266,400 799,200 △ 532,800 

雑費 309,447 296,682 12,765 

　経常費用計 395,862,577 468,283,857 △ 72,421,280 

　　当期経常増減額 △ 20,737,709 △ 30,953,996 10,216,287 

2

(1) 経常外収益 0 0 0 

(2) 経常外費用 0 0 0 

当期経常外増減額 0 0 0 

他会計振替額 0 0 0 

当期一般正味財産増減額 △ 20,737,709 △ 30,953,996 10,216,287 

一般正味財産期首残高 406,056,208 437,010,204 △ 30,953,996 

一般正味財産期末残高 385,318,499 406,056,208 △ 20,737,709 

Ⅱ 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0 

指定正味財産期首残高 0 0 0 

指定正味財産期末残高 0 0 0 

Ⅲ 正味財産期末残高 385,318,499 406,056,208 △ 20,737,709 

．経常外増減の部
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　　　　単位：円

増殖特別会計
（公益目的事業）

その他
会計

法人会計 合　　計

Ⅰ 一般正味財産増減の部
1

(1) 経常収益
 ① 事業活動収入

特別賦課金 7,087,492 7,087,492 
 ② 受取補助金等

国庫補助金 19,486,672 19,486,672 
県補助金 337,581,000 337,581,000 

 ③ 会費
会費賦課金 10,301,000 10,301,000 

 ④ 雑収入　
受取利息 32,058 25,580 57,638 
雑収入 611,066 611,066 
　経常収益計 364,798,288 0 10,326,580 375,124,868 

(2) 経常費用
 ① 事業費計 368,113,552 0 368,113,552 

資源造成支援費 317,269,600 317,269,600 
海産親魚購入支援費 22,548,463 22,548,463 
放流体制緊急転換事業費 18,831,922 18,831,922 
種卵移殖助成金 2,640,000 2,640,000 
飼料購入助成金 6,152,000 6,152,000 
研修費 240,815 240,815 
指導費 42,200 42,200 
調査実験費 113,059 113,059 
委託手数料 275,493 275,493 

 ② 管理費計 21,971,003 5,778,022 27,749,025 
役員報酬 2,754,000 1,686,000 4,440,000 
給与手当 8,531,245 1,548,629 10,079,874 
福利厚生費 2,119,152 359,301 2,478,453 
職員退職給付費用 810,819 105,201 916,020 
役員退職慰労引当繰入額 439,875 527,625 967,500 
旅費交通費 1,263,471 167,355 1,430,826 
会議費 137,636 8,385 146,021 
接待交際費 0 70,000 70,000 
啓蒙宣伝費 0 16,500 16,500 
通信運搬費 246,855 41,023 287,878 
図書印刷費 262,531 46,335 308,866 
消耗備品費 709,754 135,942 845,696 
公課金 0 141,300 141,300 
負担金 2,888,100 569,900 3,458,000 
車輌経費 231,138 36,542 267,680 
水道光熱費 270,422 47,721 318,143 
賃借料 756,828 133,560 890,388 
衛生費 93,527 16,506 110,033 
ソフトウエア減価償却費 226,440 39,960 266,400 
雑費 229,210 80,237 309,447 
　経常費用計 390,084,555 0 5,778,022 395,862,577 
　　当期経常増減額 △ 25,286,267 0 4,548,558 △ 20,737,709 

2 ．経常外増減の部
(1) 経常外収益 0 0 0 0
(2) 経常外費用 0 0 0 0 

当期経常外増減額 0 0 0 0 
他会計振替額 279,720 △ 279,720 0 
当期一般正味財産増減額 △ 25,006,547 0 4,268,838 △ 20,737,709 
一般正味財産期首残高 249,447,706 156,608,502 406,056,208 
一般正味財産期末残高 224,441,159 0 160,877,340 385,318,499 

Ⅱ 指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 
指定正味財産期首残高 0 0 0 0 
指定正味財産期末残高 0 0 0 0 

Ⅲ 正味財産期末残高 224,441,159 0 160,877,340 385,318,499 

正味財産増減計算書内訳表

（令和６年５月１日から令和７年４月30日まで）

科　　　　　　目

．経常増減の部
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予算額 決算額 差　異 備　 考

(1) 補 助 金 等 収 入
県 補 助 金 収 入 388,700,000 334,240,000 △ 54,460,000 県補助金

(2) 自 己 負 担 金 収 入
特 別 賦 課 金 収 入 0 5,578,063 5,578,063 受入賦課金充当

388,700,000 339,818,063 △ 48,881,937 

(1) 資源造成支援費支出 259,829,000 317,269,600 57,440,600 放流稚魚購入費

(2) 海産親魚購入支援費支出 103,500,000 22,548,463 △ 80,951,537 海産親魚他購入費

(3) 漁獲抑制対応支援費支出 25,371,000 0 △ 25,371,000 垣網短縮水揚補償

388,700,000 339,818,063 △ 48,881,937 
0 0 0 

予算額 決算額 差　異 備　 考

(1) 補 助 金 等 収 入
県 補 助 金 収 入 22,468,000 3,341,000 △ 19,127,000 県補助金

(2) 自 己 負 担 金 収 入
特 別 賦 課 金 収 入 17,872,000 1,760,000 △ 16,112,000 受入賦課金充当

40,340,000 5,101,000 △ 35,239,000 

(1) 種 卵 移 殖 助 成 金 35,744,000 2,640,000 △ 33,104,000 種卵移入

(2) 種 卵 消 毒 費 助 成 金 152,000 0 △ 152,000 種卵消毒剤

(3) 飼 料 購 入 助 成 金 4,444,000 2,461,000 △ 1,983,000 飼料購入助成

40,340,000 5,101,000 △ 35,239,000 
0 0 0 

予算額 決算額 差　異 備　 考

(1) 補 助 金 等 収 入
国 庫 補 助 金 収 入 18,288,000 3,691,000 △ 14,597,000 国補助金

18,288,000 3,691,000 △ 14,597,000 

(1) 飼料購入助成金支出 18,288,000 3,691,000 △ 14,597,000 飼料購入助成

18,288,000 3,691,000 △ 14,597,000 
0 0 0 

予算額 決算額 差　異 備　 考

(1) 補 助 金 等 収 入
国 庫 補 助 金 収 入 18,223,000 15,795,672 △ 2,427,328 国補助金

(2) 自 己 負 担 金 収 入
特 別 賦 課 金 収 入 5,440,000 3,036,250 △ 2,403,750 受入賦課金充当

23,663,000 18,831,922 △ 4,831,078 

(1) 放流体制緊急転換事業費支出 23,663,000 18,831,922 △ 4,831,078 放流体制緊急転換事業経費

23,663,000 18,831,922 △ 4,831,078 
0 0 0 

事 業 活 動 収 入 計

２ 事 業 活 動 支 出

事 業 活 動 支 出 計
事 業 活 動 収 支 差 額

さけ稚魚大型・強靱化支援事業収支計算書
令和７年４月30日現在

（単位：円）

科　　  目
１ 事 業 活 動 収 入

事 業 活 動 収 入 計

２ 事 業 活 動 支 出

事 業 活 動 支 出 計
事 業 活 動 収 支 差 額

さけ増殖資材緊急開発事業収支計算書
令和７年４月30日現在

（単位：円）

科　　  目
１ 事 業 活 動 収 入

事 業 活 動 収 支 差 額

２ 事 業 活 動 支 出

事 業 活 動 支 出 計

さけ資源緊急回復支援事業収支計算書
令和７年４月30日現在

（単位：円）

科　　  目
１ 事 業 活 動 収 入

事 業 活 動 収 入 計

２ 事 業 活 動 支 出

事 業 活 動 支 出 計
事 業 活 動 収 支 差 額

放流体制緊急転換事業収支計算書
令和７年４月30日現在

（単位：円）

科　　  目
１ 事 業 活 動 収 入

事 業 活 動 収 入 計
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財務諸表に対する注記 
 
１．重要な会計方針 

（1）減価償却の方法 

① 有形固定資産の減価償却の計算は定率法による計算。 

② 無形固定資産の減価償却の計算は定額法による計算。 

（2）引当金の計上基準 

① 職員退職給付引当金 

職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき、当期末において

発生していると認められる額を計上している。なお、退職給付債務は期末自己都合要支

給額に基づいて計算している。 

② 役員退職慰労引当金 

役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上している。 

（3）リース取引の処理方法 

リース取引については、賃貸借取引に準じた会計処理。 

（4）消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。 

 

２．特定資産の増減額及び残高 (単位：円) 

科 目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

基本財産     

小 計     

特定資産 

特定費用準備資金積立預金(法人) 150,000,000 5,000,000 0 155,000,000 

特定費用準備資金積立預金(公益) 245,000,000 0 25,000,000 220,000,000 

職員退職給付積立預金 21,194,700 1,017,800 0 22,212,500 

役員退職慰労積立預金 5,525,000 1,025,000 0 6,550,000 

減価償却積立預金 2,579,884 0 0 2,579,884 

小 計 424,299,584 7,042,800 25,000,000 406,342,384 

合 計 424,299,584 7,042,800 25,000,000 406,342,384 

 

３．特定資産の財源等の内訳 (単位：円) 

科 目 当期末残高 
(うち指定正味財産

からの充当額) 

(うち一般正味財産

からの充当額) 

(うち負債に 

対応する額) 

基本財産     

小 計 0 0 0 0 

特定資産 

特定費用準備資金積立預金(法人) 155,000,000 0 155,000,000 0 

特定費用準備資金積立預金(公益) 220,000,000 0 220,000,000 0 

職員退職給付積立預金 22,212,500 0 0 22,212,500 

役員退職慰労積立預金 6,550,000 0 0 6,550,000 

減価償却積立預金 2,579,884 0 2,579,884 0 

小 計 406,342,384 0 377,579,884 28,762,500 

合 計 406,342,384 0 377,579,884 28,762,500 
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４．担保に供している資産 

なし 

 

５．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高 (単位：円) 

科  目 取得価格 減価償却累計額 当期末残高 

車輌運搬具 2,579,885 2,579,884 1 

ソフトウエア 3,996,000 3,996,000 0 

合 計 6,575,885 6,575,884 1 

 

６．満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価額 

なし 

 

７．補助金の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高 (単位：円) 

補助金等 
の名称 

交付者 
前期末 
残 高 

当 期 
増加額 

当 期 
減少額 

当期末 
残 高 

貸借対照表上の
記載区分 

補助金       

水産関係民間団
体事業補助金 

農林水
産省 

0 19,486,672 19,486,672 0 ― 

県さけ資源緊急

回復支援事業補

助金 

岩手県 0 337,581,000 337,581,000 0 ― 

合 計 0 357,067,672 357,067,672 0  

 

８．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳 

なし 

 

９．重要な後発事象 

重要な後発事象はない。 
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         単位：円
場所・物量等 使用目的等 金　　額

（流動資産）
普通預金
東日本信漁連 岩手支店

普通預金
東日本信漁連 岩手支店

仮払金 餌代金立替払い 144,540 
流動資産合計 7,428,454 
（固定資産）
　特定資産 普通預金

東日本信漁連 岩手支店

普通預金
東日本信漁連 岩手支店

普通預金
東日本信漁連 岩手支店

普通預金
東日本信漁連 岩手支店

　その他の固定資産 車輌運搬具 アウトランダー 公用車として使用している 1 

ソフトウエア ジェイフィット 0 

電話加入権 ＮＴＴ 電話 80,300 

差入保証金 岩手県水産会館 事務所借用保証金として 627,000 
固定資産合計 407,049,685 
　資産合計 414,478,139 
（流動負債）

預り金 税金等預り分 397,140 
流動負債合計 397,140 
（固定負債）

職員退職給付引当金 22,212,500 

役員退職慰労引当金 6,550,000 

固定負債合計 28,762,500 
　負債合計 29,159,640 
　正味財産 385,318,499 

財　　産　　目　　録

令和７年４月30日現在

貸借対照表科目

役員に対する退職金の支払
いに備えたもの

法人会計運転資金として 2,842,755 

28,762,500 

2,579,884 

職員に対する退職金の支払
いに備えたもの

事業推進助成金として

償却引当資金として

サーバー、システム開発とし
て

普通預金

4,441,159 

特定費用準備資金積立預金(公益)

増殖特別会計運転資金として

減価償却積立預金

220,000,000 

役職員の退職金の支払いに
使用する退職給付積立預金

普通預金

155,000,000 特定費用準備資金積立預金(法人) 法人会計運転資金として
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附 属 明 細 書 
 
１ 基本財産及び特定資産の明細 

財務諸表に対する注記２で記載しているので省略する。 

 
２ 引当金の明細 （単位：円） 

科 目 期首残高 当期増加額 

当期減少額 

期末残高 

目的使用 その他 

職員退職給付引当金 

役員退職慰労引当金 

21,194,700 

5,525,000 

1,017,800 

1,025,000 

0 

0 

0 

0 

22,212,500 

6,550,000 

合 計 26,719,700 2,042,800 0 0 28,762,500 
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内部管理表

　　　　単位：円

予算額 決算額 差　異 備　考

Ⅰ 一般正味財産増減の部

1

(1) 経常収益

（事業会計）

 ① 事業活動収入

特別賦課金収入 49,000,000 7,087,492 △ 41,912,508 

 ② 受取補助金等

国庫補助金収入 36,511,000 19,486,672 △ 17,024,328 

県補助金収入 411,168,000 337,581,000 △ 73,587,000 

 ③ 雑収入

受取利息収入 8,000 32,058 24,058 

雑収入 0 611,066 611,066 

（事業会計　計） ( 496,687,000) ( 364,798,288) (△ 131,888,712)

（法人会計）

 ① 会費

会費賦課金収入 10,301,000 10,301,000 0 

 ② 雑収入

受取利息収入 5,000 25,580 20,580 

（法人会計　計） ( 10,306,000) ( 10,326,580) ( 20,580)

　経常収益計 506,993,000 375,124,868 △ 131,868,132 

（2) 経常費用

 ① 事業費計 475,241,000 368,113,552 △ 107,127,448 

資源造成支援費支出 259,829,000 317,269,600 57,440,600 

海産親魚購入支援費支出 103,500,000 22,548,463 △ 80,951,537 

漁獲抑制対応支援費支出 25,371,000 0 △ 25,371,000 

放流体制緊急転換事業費支出 23,663,000 18,831,922 △ 4,831,078 

種卵移殖助成金支出 35,744,000 2,640,000 △ 33,104,000 

種卵消毒費助成金支出 152,000 0 △ 152,000 

飼料購入助成金支出 22,732,000 6,152,000 △ 16,580,000 

研修費支出 1,500,000 240,815 △ 1,259,185 

指導費支出 250,000 42,200 △ 207,800 

調査実験費支出 500,000 113,059 △ 386,941 

委託手数料支出 2,000,000 275,493 △ 1,724,507 

（1） 収　支　計　算　書

（令和６年５月１日から令和７年４月30日まで）

科　　　　　　目

．経常増減の部
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予算額 決算額 差　異 備　考科　　　　　　目

 ② 管理費計 31,996,000 27,482,625 △ 4,513,375 

役員報酬支出 4,800,000 4,440,000 △ 360,000 

給与手当支出 10,091,000 10,079,874 △ 11,126 

福利厚生費支出 2,481,000 2,478,453 △ 2,547 

職員退職給付費用支出 591,000 916,020 325,020 

役員退職慰労引当繰入額支出 1,025,000 967,500 △ 57,500 

旅費交通費支出 3,000,000 1,430,826 △ 1,569,174 

会議費支出 300,000 146,021 △ 153,979 

接待交際費支出 50,000 70,000 20,000 

啓蒙宣伝費支出 50,000 16,500 △ 33,500 

通信運搬費支出 500,000 287,878 △ 212,122 

図書印刷費支出 350,000 308,866 △ 41,134 

消耗備品費支出 1,600,000 845,696 △ 754,304 

公課金支出 150,000 141,300 △ 8,700 

負担金支出 4,060,000 3,458,000 △ 602,000 

車輌経費支出 700,000 267,680 △ 432,320 

水道光熱費支出 400,000 318,143 △ 81,857 

賃借料支出 1,080,000 890,388 △ 189,612 

衛生費支出 120,000 110,033 △ 9,967 

雑費支出 648,000 309,447 △ 338,553 

　経常費用計 507,237,000 395,596,177 △ 111,640,823 

　　当期経常増減額 △ 244,000 △ 20,471,309 △ 20,227,309 

2

(1) 経常外収益 0 0 0 

(2) 経常外費用 0 0 0 

当期経常外増減額 0 0 0 

3 0 － 0 

当期収支差額 △ 244,000 △ 20,471,309 △ 20,227,309 

前期繰越収支差額 405,082,507 405,082,507 0 

次期繰越収支差額 404,838,507 384,611,198 △ 20,227,309 

．予備費

．経常外増減の部
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（2）収支計算書に対する注記 

 

１ 資金の範囲 

資金の範囲には、預金、未収金、仮払金、未払金、預り金、仮受金を含

めている。なお、前期末及び当期末残高は、下記２に記載するとおりであ

る。 

 

２ 次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳 

(単位：円) 

科    目 前期末残高 当期末残高 

預 金 7,344,490 7,283,914 

特定費用準備資金積立預金 395,000,000 375,000,000 

減 価 償 却 積 立 預 金 2,579,884 2,579,884 

仮  払  金 658,900 144,540 

合 計 405,583,274 385,008,338 

預  り  金 500,767 397,140 

仮  受  金 0 0 

合 計 500,767 397,140 

次期繰越収支差額 405,082,507 384,611,198 
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会員及び会費の賦課額 

 （令和７年４月 30 日現在） 

単位：円 

会 員 名 会 費 会 員 名 会 費 

洋野町漁業協同組合(他1) 125,000 岩手県沿岸漁船漁業組合 50,000 

洋野町漁業協同組合 50,000 岩手県漁業協同組合連合会 50,000 

小子内浜漁業協同組合 50,000 
東日本信用漁業協同組合連合会 
岩手支店 50,000 

久慈市漁業協同組合 50,000 岩手県漁業共済組合 50,000 

久慈川漁業協同組合 50,000 日本漁船保険組合岩手県支所 50,000 

野田村漁業協同組合 50,000 全国漁業信用基金協会岩手支所 50,000 

下安家漁業協同組合 1,555,000 
全国共済水産業協同組合連合会 
東北事業本部岩手支店 50,000 

普代村漁業協同組合 134,000 山田漁業協同組合連合会 50,000 

田野畑村漁業協同組合 168,000 釜石市漁業協同組合連合会 50,000 

小本浜漁業協同組合 390,000 山丸定置漁業生産組合 50,000 

田老町漁業協同組合 837,000 山田定置漁業生産組合 50,000 

宮古漁業協同組合 1,717,000 山一定置漁業生産組合 50,000 

重茂漁業協同組合 135,000 織笠定置漁業生産組合 50,000 

三陸やまだ漁業協同組合 152,000 沖の沢定置漁業生産組合 50,000 

船越湾漁業協同組合 50,000 佐々木漁業生産組合 50,000 

新おおつち漁業協同組合 151,000 萬漁業生産組合 50,000 

釜石東部漁業協同組合 151,000 洋野町 50,000 

釜石湾漁業協同組合 928,000 久慈市 50,000 

唐丹町漁業協同組合 151,000 野田村 50,000 

吉浜漁業協同組合 146,000 普代村 50,000 

越喜来漁業協同組合 50,000 田野畑村 50,000 

綾里漁業協同組合 50,000 岩泉町 50,000 

盛川漁業協同組合 311,000 宮古市 50,000 

大船渡市漁業協同組合 50,000 山田町 50,000 

広田湾漁業協同組合 1,300,000 大槌町 50,000 

北上川鮭鱒増殖協会 50,000 釜石市 50,000 

岩手県定置漁業協会 50,000 大船渡市 50,000 

 

陸前高田市 50,000 

合計会員数 55 会員 10,301,000 
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令和６年度  

 

さ け 増 殖 事 業 実 績 表  
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